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平成 26年 11月21日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：相馬　亜紀子
	上口
	相馬
	西山
	松舘
	猪俣
	久保
	佐々木
	清川
	橘
	上野
	石岡

	○
	○
	明け
	○
	公休
	準夜
	公休
	○
	○
	公休
	公休

	番場
	坂本
	橋本
	横町
	野村

	留守
	明け
	準夜
	○
	公休


出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）
＜連絡事項＞

・クリスマス会のケーキの種類を患者様に確認中です。終了後、主治医に確認をお願いします。また、クリスマス会、豆まき大会、もちつき大会で700円程度使用予定ですので、各受け持ち患者様の家族連絡をお願いします。
＜患者様連絡事項＞

・佐藤　奈々恵様～臨時薬前回と同内容で7日分処方となっています。
・根岸　英子様～臨時薬前回と同内容で7日分処方となっています。11/27（木）11：00～御家族様より、本人の病状の確認をしたいとの依頼あり、病棟スタッフで対応をお願いします。
・小川　大様～11/22（土）8：00～11/23（日）20：00まで外泊許可となっています。

・清川　厚子様～11/22（土）17：30～11/23（日）17：00まで外泊許可となっています。

・齋藤　秀子様～11/26（水）14：00～長男様と主治医面談を行う予定でしたが、主治医より時間変更希望あり、10：00～に変更となっています。
・木村　英雄様～本日、デイナイトケアを見学しています。

・奥寺　徹様～本日、南病棟Ｂユニットへ転入となっています。

・溝越　キク様～血圧、脈拍3検になっていますので、確実に実施するようにして下さい。

＜要注目患者様＞
・赤石　陽介様～幻聴の訴えなく、落ち着いて日課行っています。準夜帯で下肢痛の訴えあり、予測指示にて対応しています。夜間は良眠で経過しています。引き続き、訴え傾聴し気分安定を図っていきましょう。また、対人関係や物事の対応、対処能力が向上出来るようアドバイス、指導を行っていきましょう。

・坂　貢様～誇大妄想、被害妄想発言活発、眼光の鋭さ、落ち着きのなさあり、夜間不眠で経過しています。今朝も、同状態で、「転院するから」と叫ぶ事あり、易怒性みられています。主治医診察し、リントン（5）1Ａ筋注、服薬調整行っています。また、不穏時の予側指示が開始となっています。さらに、状態不安定の為、11/24（月）の外出は中止としています。
　　　　　　引き続き、言動、他者交流状況に注意し、他者トラブルにならないよう介入していきましょう。

＜猪股Dr診察状況＞

・大橋　照子様、蛯名　豊美様～予測指示が継続となっています。
※飯豊　信雄様、佐藤　奈々恵様、根岸　英子様の症例検討会を実施しています。
[image: image1.emf]主治医 ＳＧＭ 担当者
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退院予定年月日：未定　　　　　　　退院予定先：施設

抽出された問題点

・時折、性的発言や逸脱行為が見られている。

・幻覚・妄想により他者とのトラブルになる危険性がある。

検討された支援内

容と今後の方針

・精神症状の観察も継続、現実見当の促しをおこなっていく。

・本人の状態をアセスメントし、対象となる施設を検討していく。



第2回

開催日：Ｈ26年11月21日

時間：13:00～13：30

報告書（症例検討会2回目）

チームメンバー

Aチーム

久保・西山・清川・橘・野村・横町・坂本・石岡・松舘・番場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日　Ｈ26年11月21日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者　松舘　優司

　

基礎情報

氏名：飯豊　信雄様様　（男性：64歳）　病名：統合失調症

入院年月日：H26年9月10日　　　　当院2回目

入院形態：任意入院


[image: image2.emf]主治医 ＳＧＭ 担当者

西病棟

備考



抽出された問題点

・病状不安定による日常生活への支障

・躁転化のよる他者トラブルの可能性

・退院後の生活状況を再確認する必要がある。

・退院後、怠薬となる可能性がある。

検討された支援内

容と今後の方針

・病状の変化に注意し、必要時介入を行っていく。

・SST導入、リハプロ・OTは未導入

・退院時期については支援態勢が整ってから決定していく。

・退院後、デイサービスを週何回使用するかは現在ケアマネと検討中。

・現在MRSA(＋)でイソジンガーグルを3回/日使用中。今後再検行う予定。

・デポ剤の導入を検討中。



開催日：Ｈ26年11月21日

時間：13：00～13：30

報告書（症例検討会2回目）

チームメンバー

Aチーム　リーダー　西山

橘・清川・猪股・松舘・石岡・番場・坂本・横町・野村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日　Ｈ26年11月21日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者　松舘　優司

　

基礎情報

氏名：根岸　英子様　（女性：76歳）　病名：躁うつ病、アルツハイマー型認知症

入院年月日：Ｈ26.9.26　　　　　　　当院2回目

入院形態：医療保護入院

退院予定年月日：未定　　　　　　　　退院予定先：自宅退院
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開催日：Ｈ26年11月21日

時間：13：00～13：30

報告書（症例検討会2回目）

チームメンバー

Bチーム

久保　奈々美、佐々木　正憲、上野　雅人、橋本　智聡、番場　浩文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日　Ｈ26年11月21日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者　相馬　亜紀子

　

基礎情報

氏名：佐藤　奈々恵様　（女性：38歳）　病名：適応障害

入院年月日：平成26年10月27日　　　　　当院4回目

入院形態：任意入院

退院予定年月日：未定　　　　　　　　退院予定先：自宅(単身)

心理より：自分の感情表出はできており、細かい部分まで言語化できている。今回の入院のきっかけと

　　　　　なった男性と会いたいとの事で現在、両親が調整中。

抽出された問題点

・対人関係に関するパーソナリティースペースの取り方。

・不安感出現による衝動行為。

・情動不安定による希死念慮、自殺企図の可能性。

・ストレスに対する自己対処能力の低さ。

検討された支援内

容と今後の方針

・対人関係、交流場面において不安感が生じた際には、なぜ不安に陥ったのか振り

  返り、今後の対応策を指導していく。

・カウンセリングを定期的に行う。

・外出、外泊訓練を実施。また、退院後は地域サービスを併用し、安定した生活が

  出来る様に支援体制を整えていく。

・休息を促す。


